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人工巣台に営巣したオオルリ
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はじめに

オオルリCwz"｡'"Azcyz"0籾e"αは，中国東北部，ウスリー，朝鮮半島や日本で繁殖し，

インドシナ半島から大スンダ列島，フィリピンなどに渡って越冬する（中村・中村1995)．

日本には夏鳥として渡来し，南西諸島を除く北海道から九州までの全国各地で繁殖する（中

村・中村1995)．自然の樹洞に巣をつくったり，木や崖のくぼみに営巣する烏は，人工的な

巣穴あるいは巣台に巣をつくる傾向があり，日本ではこれまでに，２６種の烏が人工営巣場所

を利用していることが知られているが，オオルリについては，まだ巣箱や巣台を利用した繁

殖記録は報告されていない（小池・樋口1989)．しかしながらオオルリは人工構造物に営巣

したり(清棲1978,沼沢ほか1988，小林ほか’993，弘中1995)，林道の山側斜面，赤土の

壁の人工穴で造巣を行なった例（川本1992）が報告されていることから，小林ほか（1993）

は巣台を架設すれば繁殖に利用する可能性を指摘し，数か所の人工構造物に巣台を架設した．

その結果，今回筆者らは山口県玖珂郡由宇町の山林でオオルリが人工建造物に架設した巣

台に営巣した事例を確認できたので状況を報告する．

巣台設置場所の環境および設置状況

今回オオルリが人工巣台で繁殖した山口県玖珂郡由宇町銭壷山（34.01'Ｎ，132.12'Ｅ）は山

口県の東部の山地である．巣台を設置したのは銭壷山山頂（標高540.1ｍ）に至る林道のそ

ば，標高450ｍ程の場所にある幅320cm，奥行き260cm，高さ320cmの切妻屋根のログハウス風

屋外トイレの外壁面である．トイレの外壁は直径13cm程のスギの丸太を積み重ねて作られて

おり，巣台は屋外トイレの道路側からは見えない東側と南側の外壁で壁面が直角に接する角

の部分の地上185cmの位置に設置した．巣台の大きさは，長さ35cm，幅18cm，厚さ1.0cmの板

で，釘で固定した(図ｌ)．周囲の環境は山地の谷川沿いでスギｃ”10？”わ〃0"”，ヒノ

キＣ如加agC〕ゆα病０６/z4sa林とヤマザクラＰ?”zfsﾉﾋz柳ａｓａｈＩ"籾，エゴノキ助睡加0"jaz，

コナラＱｚ《e”z4sseγ'”，ネムノキＡﾉ雄z〃〃肋添si宛などの広葉樹が混交する林で付近に

はノイバラＲｏｓａ碗""伽”，ススキ〃jSaz"/hzfss"e"sjS，セイタカアワダチソウＳｂﾉﾉﾋﾉﾋZgひ

α"issi”などが繁茂していた．屋外トイレは道路に面していて，前面が開けているものの，

すぐ近くまで山地が迫り，特に巣台を架設した壁面側はヤマブドウ”jscOjg"e"ｅがから
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みついたスギ，コナラの枝が屋外トイレの爆根を覆うように枝を伸ばしており薄暗くなって

いた．

オオルリの営巣した環境と巣台の架設位謎（2000年７月10171）

NestsiteoftheBlue-and-whiteFlycatche１．．Ａ、est-boardattachedtotherestroom

(July１０，２０００)．
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観察結果

1999年５月131｣に巣台を設置した．５).1211.1から７月20ｐのあいだ，１週間から２週間お

きに９回観察に出かけたが，付近でオオルリのさえずりが聞かれるものの巣台に変化はなく、
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図２．巣台に営巣するオオルリ（2000年６）ｊｌＩ１）

Ｆｉｇ．２．AnestoftheBlue-and-whiteFlycatcheronthenest-boaI･dattachedtoanartificial

structu'･ｅ（June1.2000)．
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図３．巣台上のオオルリと思われる古巣（1997年８１１４１１）

Fig.３．AnabandonednestpossiblvbuiltbyaBlue-and-whiteF1ycatcheronanest-boal･ｄ

ａｔｔａｃｈｅｄｔｏｔｈｅｌｅｄｇｅｏｆａｔｅｍｐｌｅ（August４，１９９７)．

この年は利用されなかった．2000年５月９１１に利川状況を確認に出かけたが巣台に変化はな

かった．５月１５日には付近でオオルリのさえずりを聞いたが巣台には変化はなかった．５月

2811に２つの巣台のうち南側の巣台上にコケ類を主材とした巣ができており、オオルリの雌

が座っていた。巣は巣台のうち壁面が直角に接する角の部分に板順一杯につくられていたが，

巣台の面祇の約1/2程度を占めているだけであった．この時にはすぐその場を離れたので，巣

にヒナがいるのか抱卵中なのかはわからなかった．５）l30pに，巣に親鳥がいなかったので

内部をのぞくとふ化後３～４日と思われるほとんど赤裸のヒナ４羽が巣｢|Iにうずくまってい

た．その後，雌雄の給餌を確認した．６)１１１１には巣lﾉ､lに照っぽい産毛がわずかに生えたヒ

ナ４羽がいて少し頭部が見えるだけであったが，時々頭を持ち上げ黄色の口角の目立つ１１荷を

大きく広げて求餌声をあげていた(図２)．観察''1に雄１羽が２１１１|給餌した．６月２Ｈにはヒ

ナが時々頭を上げ，１１荷を大きくあけるのが兇られた．観察｢'1雄が１回，雌が２回給餌に訪れ

るのを確認した．６月５日には巣に親鳥の飛来がなくヒナの求餌声もないため，巣を確認す

ると巣内は空でヒナがいなくなっていた．巣は外装のスギゴケが巣台から垂れ下がり産座部

分にも少し変形があった．また，巣立ちにはあまりにも』１１．いため，人による持ち去りかアオ

ダイショウＥ”んｇｃ""?‘c”ﾉ２０ﾉｾz,イタチノＷＳ/C〃"/Si,ハシブトガラスＣＯﾉｗ(Ｓ刀zαc7℃ﾉﾊｗ‐

c〃0ｓなどによる捕食の可能性が高いものと思われた．６）１６１１，８１．１も親鳥の飛来がないた

め，再営巣をうながす目的で巣材を取り除いた．しかし，６１]211｣，７月１０日と観察を行な

ったが付近でオオルリの姿やさえずりは認められず，再鴬巣は行なわれなかった．今同オオ

ルリが営巣した巣はコケ類を主材としておりごくわずかスギ，ヒノキの葉を利用し，産座に

は木の細根と黒色で直径0.1～0.7nlnlで憂さが17～40cmほどの糸状の化学繊維をもちいていた‘

採取時亜逓は399,地上高185cIn，外径は焚径18.0CII１，賊径16.0cnl，内径は長径8.0cm，短径6．
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5cm，深さ８．０cm，高さ13.0cmであった．

これ以外に人工巣台を鳥類が利用した２例を記録したのであわせて下記する．1993年７月

22日に玖珂郡周東町祖生にある長宝寺の観音堂の梁上に巣台を架設して（小林ほか’993)，

1994年は時々状況を確認していたが，利用がなく観察を中止した．ところが1997年８月４日

に訪れたところ，架設した２つの巣台のうちの１つにコケ類を主材とした巣があるのを確認

した(図３)．巣材のコケ類が茶褐色に変色していることから1995年あるいは'996年の繁殖期

に利用されたものと思われ，巣材や形状等からオオルリの巣と思われた．巣台は観音堂裏側

の梁上で地上320cmの位置に，長さ27cm，幅１７cm，厚さ0.55cmの板で，縁取りとして長手方向

の先端に幅１cm，厚さ0.55cmの板を付けたものを当て板（27×５cm）で固定し，壁と梁のあ

いだの隙間に差し込んで取りつけた．もうｌ例は島根県鹿足郡六日市町深谷公園の屋外トイ

レの外壁面に長宝寺と同じ大きさの巣台を1993年７月１０日に架設したが（小林ほか’993)，

1994年６月１日に２つの巣台のうちの１つに，コケ類を主材とした巣があり卵が３個あった．

６月３日昼には卵４個があり，夕方オオルリの雌が抱卵しているのを確認した．６月５日に

も雌が抱卵していたが，６月10日には巣の中に卵がなく，近くでオオルリ雄のさえずりは聞

こえたものの雌の姿はなかった．６月14日に巣を撤去して再営巣をうながしたが，その後利

用はなかった（川本美千夫氏私信)．

考察

オオルリの繁殖環境は自然環境下では崖，岩崖，土手，樹洞などであるが(清棲1978，高

野1981)，しばしば人工構造物にも営巣し(清棲1978,沼沢ほか1988，小林ほか1993，弘

中1995)，周囲に営巣可能な自然環境が十分にある場合でも人工構造物に巣をつくっており

（小林ほか1993,弘中1995)，営巣環境さえ整えばむしろ積極的に人工構造物を利用してい

ると思われる（小林ほか1993)．

また,巣は垂直な壁面に付着した棚状になった突起物の上につくられるが,沼沢ほか(1988）

や小林ほか（1993）によれば，上部を樹木が覆ったり，家屋のひさしがせり出していて被度

が高く，薄暗い場所が選ばれ，巣の前面はある程度開けていて，周囲がよくみわたせること

などが営巣環境として必要である．

このことから自然環境下でもこのような営巣環境が整っている場所，たとえば山間部の自

然公園内にある屋外トイレ，休息所などの人工構造物に巣台を設置してやれば今回の事例の

ように比較的容易にオオルリの営巣を誘引出来るものと考える．

その場合，今回の観察途中に巣中のふ化後間もないヒナが突然消失した原因として考えら

れる人為的撹乱（人による持ち去り）を防ぐためには，繁殖期に営巣場所への立ち入りを制

限したり，捕食･性動物による影響を避けるために巣台の取り付け位置をヘビ類などが登る足

がかりを与えないよう外壁の角の部分を避け中央部にする，壁面を合成樹脂製波板で覆うな

どが有効と思われる．
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WefoundaBlue-and-whiteFlycatchｅｒＣｙα"Qﾉｳ"此ｚＣｙα"Ｏ脚CAZ"αnestingonanest-board
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attachedtoanartificialstructureinJapan．
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